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ベルトコンベヤーの
撤去作業が進む

市役所からのお知らせ
復興に向けた１年間の歩み
災害公営住宅の入居者募集
国民年金・学生納付特例制度の届け出

健康だより
市介護保険認定者からの卒業
介護お茶のみ話

また一歩、復興に近づく

　 平 成26年3月 末 か ら 稼 働 し、
27年9月に土砂搬送を終了した
総延長約3㌔に及ぶベルトコン
ベヤーの撤去作業が順調に進ん
でいます。
　 現 場 内 に 残 る ベ ル ト コ ン ベ
ヤーは2月8日、大型クレーンで
つり上げられ、足場から取り外
されました。作業を見守った清
水建設・機電課長の小野澤 龍

りゅう
介
すけ

さん（41）は「撤去が順調に進
み感無量です。ベルトコンベヤー
がなくなるのは残念ですが、ま
た一歩、復興に近づいた証拠。
安全を心がけて作業を進めたい」
と気を引き締めていました。
　ベルトコンベヤーの撤去は2
月で終了。気仙川を渡るつり橋

「希望のかけ橋」は、4月〜 9月
にかけて撤去されます。



◆
５
日　

奇
跡
の
一
本
松
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
除
幕
式
（
写
真
❶
）

◆
８
日　

市
東
日
本
大
震
災
追
悼
式

◆
14
日　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
陸
前
高
田
駅
新
駅
舎
・
高
田
高
前
駅
開
業
（
写
真
❷
）

◆
16
日　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
・
国
連
防
災
世
界
会
議

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
と
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

◆
21
日　

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

◆
25
日　

広
田
保
育
園
園
舎
完
成

◆
22
日　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
開
所
式

◆
27
日　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
竣
工
式
（
写
真
❸
）

◆
６
日　

高
田
高
新
校
舎
落
成
（
写
真
❹
）

◆
10
日　

氷
上
山
山
開
き

◆
19
日　

高
田
東
中
校
舎
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭

◆
24
日　

た
か
た
の
ゆ
め
田
植
え
式

◆
30
日　

健
康
の
つ
ど
い

◆
31
日　

日
本
・
マ
レ
ー
シ
ア
友
好
親
善
さ
く
ら
の
記
念
植
樹
祭

◆
１
日　

済
生
会
高
田
診
療
所
が
開
設

◆
４
日　

よ
み
が
え
っ
た
奇
跡
の
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会

◆
11
日　

高
田
町
合
同
復
興
祈
願
式
年
大
祭
・
黒
崎
神
社
式
年
例
大
祭
・「
ツ
ー

ル
・
ド
・
三
陸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
」（
写
真
⓫
）

◆
18
日　

全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
写
真
⓬
）・
矢
作
町
天
照
御
祖
神
社

式
年
例
大
祭

◆
19
日　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
28
団
地
で
宅
地
造
成
終
了

◆
25
日　

生
出
木
炭
ま
つ
り
・
広
田
湾
大
漁
ま
つ
り
（
写
真
⓭
）

◆
27
日　

市
戦
没
者
追
悼
式

◆
30
日　

大
船
渡
警
察
署
と
暴
力
団
排
除
措
置
等
に
関
す
る
協
定
を
調
印

◆
31
日　

市
産
業
ま
つ
り
（
～
11
月
１
日
）（
写
真
⓮
）

◆
１
日　

災
害
公
営
住
宅
中
田
団
地
で
入
居
開
始
（
写
真
⓯
）・
横
田
あ
ゆ
の

里
ま
つ
り
・
第
一
中
創
立
50
周
年
記
念
式
典

◆
５
日　

市
勢
功
労
者
表
彰
式

◆
７
日　

米
崎
町
天
照
御
祖
神
社
五
年
大
祭

◆
８
日　

市
津
波
避
難
訓
練　

◆
15
日　

復
活
の
道
し
る
べ
陸
前
高
田
応
援
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
写
真
⓰
）

◆
22
日　

第
34
回
健
康
の
つ
ど
い
・
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
陸
前
高
田

４
月

３
月平成

27
年

10
月

11
月

５
月

1年間の歩み
－５年－

❶

❷❸

❹❺

❻

❼❽

❾

❿
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◆
３
日　

一
本
松
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
就
航
式

◆
5
日　

市
農
業
委
員
会
委
員
改
選

◆
７
日　

大
船
渡
警
察
署
気
仙
駐
在
所
開
所
式

◆
８
日　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
開
始
（
写
真
❺
）、
エ
ゾ
イ
シ
カ
ゲ
ガ
イ
の

出
荷
開
始

◆
１
日　

長
谷
部
智
久
氏
が
副
市
長
に
就
任

◆
７
日　

高
田
町
う
ご
く
七
夕
ま
つ
り・気
仙
町
け
ん
か
七
夕
ま
つ
り（
写
真
❻
）

◆
11
日　

気
仙
川
花
火
大
会

◆
15
日　

気
仙
川
川
開
き
・
下
矢
作
灯
篭
七
夕
（
写
真
❼
）

◆
21
日　

大
阪
府
豊
中
市
と
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

◆
27
日　

高
田
保
育
所
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭

◆
21
日　

高
田
松
原
復
興
祈
念
公
園
の
基
本
計
画
策
定

◆
5
日　

市
立
図
書
館
が
来
館
者
２
万
人
達
成

◆
６
日　

市
議
会
議
員
選
挙
の
執
行
（
写
真
❽
）

◆
11
日　

高
田
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
ス
マ
イ
ル
シ
ッ
プ
友
好
協
定
を
締
結（
写
真
❾
）

◆
15
日　

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
土
砂
搬
送
終
了
式
（
写
真
❿
）

◆
22
日　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
開
館
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

◆
28
日　

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
陸
前
高
田
サ
ッ
カ
ー
教
室

◆
29
日　
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
in
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
大
賞
受
賞

◆
30
日　

市
長
と
児
童
の
語
る
会

◆
５
日　

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
市
内
視
察

◆
６
日　

復
興
剣
豪
千
葉
周
作
顕
彰
少
年
剣
道
錬
成
大
会
（
写
真
⓱
）

◆
４
日　

市
新
年
交
賀
会

◆
８
日　

市
交
通
指
導
隊
初
点
検
式

◆
10
日　

市
成
人
式
（
写
真
⓲
）

◆
11
日　

市
消
防
出
初
式

◆
19
日　

陸
前
高
田
市
、
岩
手
大
、
立
教
大
が
地
域
創
生
・
人
材
育
成
等
の
推

進
に
関
す
る
相
互
協
力
及
び
連
携
協
定
を
締
結
（
写
真
⓳
）

◆
22
日　

国
道
45
号
気
仙
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

◆
２
日　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
赤
十
字
社
協
定
を
締
結
（
写
真
⓴
）

◆
６
日　

り
く
ぜ
ん
た
か
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
ツ
ア
ー
２
０
１
６

◆
11
日　

市
生
涯
学
習
の
つ
ど
い

２
月

１
月 平
成
28
年

６
月

７
月

８
月

12
月

９
月

復興へ向けた
東日本大震災から
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市役所からのお知らせ

　

⑴
～
⑷
の
条
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
人
が
入
居
で
き
ま
す
。

⑴
❶
～
❸
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

❶
東
日
本
大
震
災
で
住
宅
を
失

っ
た
人　

※
全
壊
、
全
焼
、
全

流
失
ま
た
は
大
規
模
半
壊
・
半

壊
で
住
宅
を
解
体
し
た
場
合

❷
被
災
地
で
実
施
す
る
国
の
事

業
で
移
転
が
必
要
と
な
っ
た
人

❸
福
島
原
発
事
故
で
居
住
が
制

限
さ
れ
た
人

⑵
応
急
仮
設
住
宅
（
み
な
し
仮

設
住
宅
を
含
む
）
な
ど
に
居
住

し
、
現
在
も
住
宅
に
困
っ
て
い

る
人

⑶
入
居
申
込
者
と
同
居
者
が
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と

⑷
住
宅
の
再
建
に
関
す
る
補
助

金
を
受
領
し
て
い
な
い
こ
と

３
月
7
日
㊊
～
25
日
㊎
【
消
印

有
効
】　
※
㊏
㊐
㊗
を
除
く

　

⑴
～
⑸
の
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
受
付
窓
口
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
入
居
申
込
書　

※
建
設
課
と

寿
広
陸
前
高
田
市
営
住
宅
管
理

セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
印
刷
も
可

⑵
入
居
を
希
望
す
る
全
員
の
本

籍
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写

し　

※
市
民
環
境
課
で
発
行

⑶
高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上
全

員
の
所
得
・
課
税
・
扶
養
証
明

書　

※
税
務
課
で
発
行

⑷
り
災
証
明
書　

※
写
し
も
可

⑸
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
障
害

者
手
帳
な
ど
の
写
し　

※
証
明

書
な
ど
を
取
得
す
る
と
き
は
身

分
証
明
書
が
必
要

⑴
申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容

が
事
実
と
異
な
る
場
合
や
入
居

資
格
を
失
っ
た
場
合
は
申
し
込

み
を
無
効
と
し
ま
す

⑵
入
居
決
定
後
、
連
帯
保
証
人

と
の
連
名
で
誓
約
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
※
書
類
に
は
連
帯

保
証
人
の
所
得
証
明
書
と
印
鑑

登
録
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

連
帯
保
証
人
の
確
保
が
困
難
な

場
合
は
事
前
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い

災
害
公
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

入
居
の
資
格

募
集
期
間

注
意
事
項

入
居
申
込
の
方
法

《募集する災害公営住宅》

№
団地名
（戸数）

間取り
下和野
(3戸)

水上
(13戸)

西下
(4戸)

柳沢前
(9戸)

中田
(69戸)

今泉
(14戸)

長部
(5戸)

田端
(6戸)

大野
(16戸)

脇の沢
(27戸)

1 1DK　※1 ― ― ― ― 9戸 ― ― ― ― ―
2 2DK　※2 2戸 5戸 2戸 ― 33戸 10戸 4戸 3戸 9戸 17戸
3 3DK　※2 ― 6戸 ― 7戸 19戸 1戸 1戸 3戸 6戸 8戸
4 1DK（車いす対応）　※3 ― ― ― ― 2戸 ― ― ― ― ―
5 2DK（車いす対応）　※3 1戸 2戸 2戸 2戸 2戸 ― ― ― 1戸 2戸

6 2DK（ペット可）　※4 ― ― ― ― 2戸 3戸 ― ― ― ―

7 3DK（ペット可）　※4 ― ― ― ― 2戸 ― ― ― ― ―

※ 1　1DK … 単身世帯または 2 人世帯
※ 2　2DK・3DK…制限なし
※ 3　1DK 車いす対応・2DK 車いす対応…身体障がい者のいる世帯（車いすの利用者がいる世帯を優先）
※ 4　2DK（ペット可）・3DK（ペット可） … 現在、ペットを飼育している世帯に限り申し込みを受け付けます
※ 5　応募者が多数の場合は抽選とします
※ 6　期間内に募集する団地の入居者が決定しないときは、継続して入居者を募集します

　
市
は
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
災
害
公

営
住
宅
は
東
日
本
大
震
災
で
住
宅
を
失
い
、
現
在
も
住
宅
に
困

っ
て
い
る
人
な
ど
を
対
象
に
し
た
公
的
な
賃
貸
住
宅
で
す
。
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個室3
(約6.0帖)

個室1
(約6.0帖)

個室1
(約6.0帖)

3DK

災害公営住宅の間取図

  ※一部異なる場合があります

2DK

1DK

台所食事室
(約8.8帖)

台所食事室
(約11.3帖)

台所食事室
(約7.7帖)

個室2
(約6.0帖)

個室2
(約6.0帖)

個室
(約6.5帖)

エレベーター

想定家賃
月額所得（円） 1DK

（47㎡）
2DK

（58.6㎡）
2DK車いす
（66.9㎡）

3DK
（72.2㎡）

Ⅰ-1 0 5,300 
(1,700)

6,600 
(2,100)

7,600 
(2,400)

8,200 
(2,600)

Ⅰ-2 1 ～ 17,250 9,000 
(5,100)

11,200 
(6,500)

12,900 
(7,400)

13,900 
(8,000)

Ⅰ-3 17,251 ～ 34,500 9,000 
(8,600)

11,200 
(10,700)

12,900 
(12,400)

13,900 
(13,300)

Ⅰ-4 34,501 ～ 40,000 9,000 11,200 12,900 13,900 

Ⅰ-5 40,001 ～ 51.750 12,700 
(12,100)

15,900 
(15,100)

18,100 
(17,300)

19,500 
(18,600)

Ⅰ-6 51,751 ～ 60,000 12,700 15,900 18,100 19,500 

Ⅰ-7 60,001 ～ 69,000 16,400 
(15,500)

20,500 
(19,500)

23,400 
(22,300)

25,200 
(24,000)

Ⅰ-8 69,001 ～ 80,000 16,400 20,500 23,400 25,200 

Ⅰ-9 80,001 ～ 104,000 17,300 21,700 24,800 26,700 

Ⅱ 104,001 ～ 123,000 20,000 25,000 28,600 30,800 

Ⅲ 123,001 ～ 139,000 22,900 28,600 32,700 35,200 

Ⅳ 139,001 ～ 158,000 25,800 32,300 36,900 39,700 

Ⅴ 158,001 ～ 186,000 29,500 36,900 42,100 45,400 

Ⅵ 186,001 ～ 214,000 34,000 42,500 48,600 52,400 

Ⅶ 214,001 ～ 259,000 39,800 49,800 56,900 61,400 

Ⅷ 259,001 ～　　　　 45,900 57,400 65,700 70,800 

※1　想定家賃は標準的な金額です。世帯収入や各団地で変わります
※2 市の減免基準をもとに申請することで、（　）内の金額まで減免となる場
合があります。生活保護費を受給している場合は減免措置が適用されません
※3 上記家賃の他に共益費と駐車場使用料（１台当たり月額約2,500円）が別
途必要です
※4 入居後３年を経過し、世帯の月額所得が158,000円（高齢・障がい者など
の世帯については214,000円）を超える世帯は、４年目から割増家賃が発生し、
住宅を明け渡しする努力義務が生じます
※5　入居後５年を経過し、２年連続で世帯の月額所得が313,000円を超える
世帯は、６年目から更に割増家賃が発生し、住宅の明け渡しが請求されます

受付窓口・問い合わせ先
〒029-2203　陸前高田市竹駒町字滝の里18-1

㈱寿広陸前高田市営住宅管理センター☎�1323
建設課管理係☎�2111（内線401）

単位：円

⑤



市役所からのお知らせ

　

３
月
は
就
職
や
退
職
、
引
っ

越
し
な
ど
で
異
動
が
多
い
時
期

で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
は
、

忘
れ
ず
に
必
要
な
届
け
出
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

手
続
き
を
忘
れ
る
と
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を

受
け
取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
届
け
出
す
る

内
容
で
手
続
き
先
や
提
出
書
類

が
異
な
り
ま
す
。
事
前
に
確
認

合
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制

度
で
す
。
対
象
は
、
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１
年

以
上
）
に
在
学
す
る
学
生
で
す
。

申
請
に
は
学
生
証
（
写
し
可
）

就職や退職、引っ越しなど

「国民年金」「学生納付特例制度」の
届け出を忘れずにしましょう

№ 項目 手続方法

1 20歳になったとき 厚生年金や共済組合に未加入の人は、資格を取得
するために住民票のある市町村で手続きが必要

2 退職したとき

20歳以上60歳未満の人が退職した場合、第１号被
保険者（※1）の資格を取得するために住民票の
ある市町村で手続きが必要。被扶養者となってい
た第３号被保険（※3）の人も第１号被保険者の
資格を取得するために手続きが必要

3 就職したとき 厚生年金や共済組合に加入した人は第２号被保険
者（※2）となり、勤務先で手続きが必要

4 転入・転出したとき
異動先の市町村で国民年金の住所変更が必要。厚
生年金や共済組合に加入している人とその人の扶
養に入っている人は、勤務先で手続きが必要

5 扶養に入るとき 結婚や収入の減少などで配偶者の扶養に入る人
は、配偶者の勤務先で手続が必要

6 扶養から外れたとき
離婚や収入の増加などで配偶者の扶養から外れた
人は、第１号被保険者の資格を取得するために住
民票のある市町村で手続きが必要

7 納付書を紛失したとき 年金事務所で再発行の手続きが必要

8 年金手帳を紛失したとき
（第1号被保険者）

住民票のある市町村で再発行の手続きが必要　
※急ぐ場合は、年金事務所で手続きしてください

9 年金手帳を紛失したとき
（第2･3号被保険者）

勤務先（扶養されている場合は配偶者の勤務先）
で再発行の手続きが必要

※1　第１号被保険者…20歳以上60歳未満の自営業者、農林漁業、自由業、フリー
ター、学生、無職の人など
※2　第２号被保険者…厚生年金や共済組合に加入している会社員、公務員など
※3　第３号被保険者…厚生年金や共済組合の加入者に扶養されている20歳以上
60歳未満の妻または夫

国
民
年
金
に
必
要

な
届
け
出

し
て
か
ら
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学

生
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

ま
た
は
在
学
証
明
書
が
必
要
で

す
。
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
民
環
境

課
市
民
係
（
内
線
１
３
１
）
ま

た
は
一
関
年
金
事
務
所
☎
０
１

９
１
・
２
３
・
４
２
４
６

《国民年金で届け出が必要なもの》 学
生
納
付
特
例
制

度
の
申
請
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国勢調査などに貢献
19 人の統計調査員が表彰を受ける

　平成27年度岩手県統計大会は
２月４日、盛岡市で開かれ、統計
事務など長年の功績が認められた
統計調査員19人が表彰を受けま
した。
　2月5日に市役所で行われた報
告会で戸羽太市長は「皆さんの調
査がまちづくりに生かされていま
す。これまでのご苦労に感謝しま
す」とねぎらいました。

《表彰を受けた皆さん》
【総務大臣表彰】

▶村上明
あけ

美
み

さん（横田町）松野
芳
よしひろ

弘さん（竹駒町）
【農林水産大臣表彰】

▶村上央
ひろし

さん（広田町）
【岩手県知事表彰】

▶佐々木善
よしのぶ

重さん（矢作町）

国交樹立50周年に支援協力
シンガポール赤十字社と
協定締結

　シンガポール赤十字社（ティー・
トァバ会長）と陸前高田市との支援
協力協定締結式は2月2日、岩手県
庁で開かれ、市立図書館や奨学金と
して1億600万円がシンガポールか
ら市へ寄付されました。
　同赤十字社のベンジャミン・ウィ
リアム事務総長は「友好の印として
復興を支援したい」とあいさつ。山
田市雄市教育長は「シンガポールの
善意に感謝します。市民が集う図書
館を整備したい」と述べました。

News Flash

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
「
高
田

に
行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い

観
光
グ
ル
メ
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
内
飲
食
店
の
有
志
が
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
。
料
理
の
名
前
も
「
陸

前
高
田
ホ
タ
テ
と
ワ
カ
メ
の
炙あ

ぶ

り
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
御
膳
」
と
決

定
し
、
商
品
化
に
向
け
て
大
詰

め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

13
回
目
の
開
発
会
議
は
1
月

19
日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
グ
ル
メ
料
理
を

開
発
メ
ン
バ
ー
が
実
際
に
作
り
、

陸
前
高
田
市
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
開
発
物
語

Vol.13

関
係
者
が
試
食
。
完
成
度
を
さ

ら
に
高
め
る
た
め
、
出
さ
れ
た

意
見
を
も
と
に
料
理
の
食
べ
方

や
味
付
け
、
器
の
並
べ
方
な
ど

細
部
を
見
直
し
ま
し
た
。
陸
前

高
田
の
新
鮮
な
食
材
に
こ
だ
わ

り
、
1
年
間
に
わ
た
り
開
発
に

取
り
組
ん
で
き
た
グ
ル
メ
料
理
。

メ
ン
バ
ー
は
完
成
を
前
に
納
得

の
笑
み
を
見
せ
ま
し
た
。

◆
提
供
開
始
日
…
3
月
26
日
㊏
～

◆
提
供
店
・
時
間
…
❶
つ
ど
い

の
丘
商
店
街
「
陸
丸
」
❷
キ
ャ

ピ
タ
ル
ホ
テ
ル　

※
❶
❷
と
も

に
11
時
～
14
時
。
ラ
ス
ト
オ
ー

ダ
ー
は
13
時
30
分　

❸
つ
ど
い

の
丘
商
店
街
「
わ
い
わ
い
」・
11

時
～
正
午
❹
ホ
テ
ル
三
陽
（
料

理
の
提
供
は
宿
泊
者
だ
け
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
商
工
観
光

課
観
光
交
流
係
（
内
線
３
８
４
）

ご
当
地
グ
ル
メ
料
理
が

市
内
で
味
わ
え
ま
す

【岩手県知事感謝状】
▶佐々木金

かね

雄
お

さん（竹駒町）熊谷
文
ふみひこ

彦さん（米崎町）齋藤多
た み こ

美子さ
ん（小友町）熊谷敏

としゆき

之さん（広田町）
【岩手県統計協会会長感謝状】

▶鈴木幹
つよし

さん・鈴木順
じゅんこ

子さん（矢
作町）及川貢

みつぎ

さん・荻原英
ひであき

明さん・
船田裕

ひろやす

康さん（横田町）坂下昌
まさかつ

勝
さん（竹駒町）遠野賢

けん

茲
じ

さん（気
仙町）村上公

こういち

一さん（高田町）千
葉誠

まこと

さん（米崎町）千葉春
はるひこ

彦さん
（小友町）及川康

こう

也
や

さん（広田町）

⑦



市役所からのお知らせ

　

吉
田
さ
ん
は
、
昨
年
３
月

に
自
宅
の
畑
で
転
倒
し
右
肘

を
骨
折
。
肩
か
ら
手
首
ま
で

ギ
プ
ス
で
固
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
痛
み
で
日
常

生
活
の
意
欲
も
薄
れ
、
寝
て

い
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
心
配
し
た
家
族
は
市
へ

介
護
保
険
認
定
を
申
請
し
ま

し
た
。

　

入
浴
に
困
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
４
月
10
日
か
ら
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
訪
問
が
始

ま
り
ま
し
た
。
医
師
か
ら
回

復
は
順
調
と
い
う
励
ま
し
の

言
葉
を
受
け
、
５
月
か
ら
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
週
１
回
利
用

し
、
介
護
保
険
認
定
の
有
効

期
間
ま
で
休
ま
ず
通
所
し
ま

し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
入
浴

が
中
心
。
特
別
な
訓
練
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
積
極

的
に
他
の
利
用
者
へ
声
を
か

け
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

友
人
も
で
き
、
施
設
か
ら
継

続
利
用
の
話
も
あ
り
ま
し
た

が
、
当
初
か
ら
「
け
が
が
治

っ
た
ら
他
に
サ
ー
ビ
ス
を
希

望
す
る
人
の
た
め
に
利
用
は

や
め
た
い
」
と
話
し
、
本
人

の
意
思
で
介
護
保
険
認
定
の

期
間
終
了
時
に
は
更
新
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
は
け
が
も
完
治
し
、

畑
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

元
気
の
秘ひ

訣け
つ

は
会
話
を
楽
し

む
こ
と
。
友
人
を
自
宅
に
招

い
た
り
社
会
福
祉
協
議
会
が

週
１
回
開
く
「
お
茶
っ
こ
飲

を
授
与
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
…
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
介
護

保
険
認
定
者
で
、
27
年
４
月

１
日
以
降
、
要
支
援
や
要
介

護
の
状
態
か
ら
介
護
保
険
の

認
定
を
更
新
し
な
い
人

◆
申
請
手
続
…
卒
業
証
書
を

受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
市
役
所

長
寿
社
会
課
ま
た
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い

◆
介
護
保
険
認
定
の
再
申
請

…
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
て

も
再
び
介
護
が
必
要
な
場
合

は
、
介
護
保
険
認
定
を
申
請

で
き
ま
す
。

◆
卒
業
後
の
取
り
組
み
…
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

市
内
全
域
で
介
護
予
防
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
外
出

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
も
あ

り
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
良

い
機
会
で
す
。
送
迎
バ
ス
が

利
用
で
き
る
教
室
も
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
２

０
６
・
２
０
７
）

み
会
」
に
参
加
し
た
り
し
て
、

日
々
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
外
出
す
る
と
き
に
は
、

デ
マ
ン
ド
交
通
や
病
院
の
送

迎
車
を
利
用
。
立
ち
上
が
り

や
歩
行
も
ス
ム
ー
ズ
で
、
今

年
90
歳
を
迎
え
る
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
元
気
な
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

 　　

介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
た
人
が
、

自
身
の
努
力
で
自
立
し
た
生

活
を
取
り
戻
し
た
人
に
対
し

努
力
を
た
た
え
て
卒
業
証
書

市
介
護
保
険
認
定
者
か
ら
元
気
に
卒
業

吉
田
ア
イ
子
さ
ん（
気
仙
町
）へ

第
一
号
卒
業
証
書

　
市
で
は
自
身
の
努
力
で
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
自
立
し
た

人
に
対
し
、
卒
業
証
書
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
２
月
５
日
に
は
、
気
仙

町
の
吉
田
ア
イ
子
さ
ん
（
89
）
へ
第
一
号
の
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
「
歳
だ
か
ら
…
」
と
思
わ
ず
に
健
康
な
身
体
を
作
り
、

自
立
し
た
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

市
介
護
保
険
認
定

者
の
卒
業
証
書

2016年（平成28年）３月１日号 ⑧



　市は、献血への協力を市民に呼びかけています。献
血事業への理解と協力によって今も多くの命が救われ
ています。
　献血に協力できる企業や団体も受け付けしていま
す。献血事業への協力方法など詳しくは担当課へ相談
してください。

◆問い合わせ先…長寿社会課高齢福祉係（内線201）

　血液には保存期限があります。採血した血液は輸血
用に製剤しますが、赤血球の製剤は採血後21日間し
か冷蔵保存できません。季節の変わり目など体調を崩
しやすい時期や長期休暇の時期には献血に協力できる
人が減少します。年間を通じて輸血を必要とする患者
の数には変わりがなく、多くの皆さんからの献血が必
要とされています。

　交通事故や災害時の患者に採血した血液を輸血する
割合は多くありません。血液の約8割は輸血が必要な
病気の治療に使用され、半数はがんを治療するために
輸血されています。

　初めて献血する人や久しぶりに献血する人は身分証
明書が必要です。受け付けは簡単な問診や血圧測定で
済み、スムーズに献血ができます。持病で薬を服用し
ている人は「お薬手帳」を持参してください。現在は、
血圧の薬などを服用していても献血できます。

《市内の27年度献血実績》
年月日 会　　場 受付

(人）
献血(人）

200ml 400ml
27年4月26日 イオンスーパーセンター 49 － 38

28日 竹駒町十日市場（清水JV） 40 1 32
6月13日 米崎地区コミュニティセ

ンター（商工会青年部） 55 － 50

8月4日 陸前高田物産センター（陸
前高田市建設業協会） 72 1 58

10月29日 市役所 37 － 29
高田高校 23 7 10

30日 市役所 24 1 22
竹駒町十日市場（清水JV） 24 － 21

31日 産業まつり 43 － 34
28年2月5日 市役所 63 1 50

6日 イオンスーパーセンター 63 － 53
合　　計 493 11 397

※受付後、医師の判断で献血できない場合があります

採血した血液の使用状況

血液が不足しています

献血に協力するためには

あなたの心が患者の命を救います

　献血事業への理解と協力を　

　キクヨさんは小友町生まれ。20台半
ばで米

よ ね

治
じ

さんと結婚し、農作業に励ん
できました。
　さまざまな本を愛する読書家です。
大好きな食べ物は果物。できることは
何でも自分で取り組み、今でも庭の草
取りなどをこなすそうです。長寿の秘
訣は、好き嫌いなく温かい物をよく食
べることと話します。
　誕生会は家族や親類に囲まれ、にぎ
やかな誕生日に笑顔を見せました。

　キミさんは広田町生まれ。24歳で
清
き よ

見
み

さんと結婚し、子3人、孫5人、ひ
孫3人に恵まれました。
　長い間、製糸工場や農作業に励み家
族を支え、施設に入るまで身の回りの
ことは自分で取り組んだそうです。
　長寿の秘

ひ

訣
け つ

は、よく働き好き嫌いな
く何でも食べること。
　誕生会では家族や関係者に祝福され

「ありがとうございます。頑張ります」
と感謝を伝えました。

家族らに囲まれ笑顔で感謝 元気な声で喜びを伝える

大和田キクヨ さん
広田町大陽  ◆  大正5年2月10日生まれ

吉田キミ さん
矢作町中島  ◆  大正5年2月1日生まれ

　戦争や三陸津波、チリ地
震津波、東日本大震災―。
　大正、昭和、平成と激動
の時代を懸命に歩み、めで
たく100歳の誕生日を迎えた
2人を紹介します。

祝いの

百寿

⑨



地域包括支援センター発 !

健康だより

介護お茶のみ話 その17

健康だより

◆問い合わせ先…地域包括支援センター（内線205・206）

⑩

介護保険サービスを利用するためにはどうしたらいいの？

　だれもが「年齢を重ねても元気で自立した生活を送ることが一番！」と思っています。しかし、病気や突然の
ケガ、認知症など、さまざまな理由で介護が必要な状態になるかもしれません。今回は、介護サービス（例えば
デイサービスやヘルパーなど）を利用したいときの手続きについて説明します。

Q1．何歳から介護保険サービスを利用できるの？
　39歳以下の人は介護保険に加入していないので利用
できません。40 〜 64歳の人は16種類の特定疾病が原
因で介護や支援が必要であると認定された人だけが利
用できます。65歳以上の人は、原因に関係なく介護が
必要と認定された人が利用できます。

Q２．介護サービスを利用するためには？

Q３．どこへ申請したらいいの？

　介護サービスを利用するには、申請して要介護認定
を受ける必要があります。

　市役所の長寿社会課へ申請してください。本人や家
族が申請できない場合、職員が訪問したり、長寿社会
課内の地域包括支援センターが申請を代行したりする
こともできますので相談してください。

❶認定調査員が自宅や病院などを訪問し、本人
や家族から心身の状況などを聞き取る認定調
査を実施します。

❷本人の心身状況について主治医が意見書を作
成します。かかりつけ医がいない場合は地域
包括支援センターに相談してください。

❸認定調査と主治医意見書の内容に基づいて１
次判定が行われます。その後、医療・介護・
保健などの専門家による介護認定審査会の２
次判定を経て、要介護度が決定されます。

Q４．申請後の流れは？

Q５．ケアマネジャーはどのように選ぶの？

Q６．利用料金はいくらかかるの？

　ケアマネジャーは、本人や家族の希望や心身の状態に
合わせて介護サービス計画を作成します。利用者はケア
マネジャーを選定し変更もできます。地域包括支援セン
ターに事業所一覧がありますので、気軽に相談してくだ
さい。

　介護保険の申請や介護認定、介護サービス計画書の
作成と相談は無料です。実際に介護保険サービスを利
用する場合は、原則として利用料金の１割または２割

（一定以上所得のある人）を支払います。東日本大震災
で被災された人は、介護保険サービス利用料の減免措
置があります。詳しくは問い合わせてください。

介護保険サービスを上手
に利用して自立した生活
を取り戻しましょう！

介護認定が非該当になっ
た人は市の介護予防プロ
グラムに参加できます！

❹申請から1カ月程度で認定結果が郵送で届きま
す。認定は介護が必要な度合いで①要支援１・
２、②要介護１〜５、③非該当（自立）の３
つに分かれます。認定結果により利用できる
サービスの種類と量が異なります。

❺どのような介護サービスを受けるか、どこの
介護事業所を選ぶかなどの介護サービス計画
書（ケアプラン）を作成し、計画書に基づい
たサービスの利用が始まります。計画書は自
分でも作成できますが、窓口役の介護支援専
門員（ケアマネジャー）に依頼することもで
きます。
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2月の診療日程

　

市
は
、
40
～
74
歳
の
人
を
対

象
に
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
は
、
病
気
の
早
期
発

見
・
治
療
を
主
な
目
的
に
し
た

も
の
で
は
な
く
「
内
臓
脂
肪
型

肥
満
」
に
起
因
し
た
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
改
善
す
る
た
め
の

健
診
で
す
。
特
定
健
診
を
受
け

た
人
は
健
診
結
果
を
活
用
し
健

康
づ
く
り
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
！

　　

特
定
健
診
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
お
な
か
周
り
に
脂
肪

が
つ
く
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加

え
、
高
血
糖
や
高
血
圧
、
脂
質

異
常
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の

危
険
因
子
を
併
せ
持
っ
て
い
る

特
定
健
診
は
、
ど
の
よ
う

な
健
診
？

状
態
で
す
。

　　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た
健
診
が
重
要
な

訳
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
は

糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
、
高
血

圧
症
な
ど
複
数
の
危
険
因
子
が

重
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
で

す
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、

危
険
因
子
を
併
せ
持
つ
ほ
ど
動

脈
硬
化
が
起
こ
り
や
す
く
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
の
危
険
が
高
ま

り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
は
日
頃
の

運
動
や
食
事
で
改
善
で
き
、
危

険
因
子
を
解
消
で
き
ま
す
。

　　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
た
め
に
保
健
指
導
が

必
要
な
対
象
者
を
選
定
す
る
健

診
で
も
あ
り
ま
す
。
案
内
が
届

い
た
人
は
積
極
的
に
指
導
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
要
医
療
の
判
定

を
受
け
た
人
は
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
推
進

課
保
健
係
（
内
線
２
４
3
）

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

4 0 9

● 第一中学校敷地内で診療しています ●

期　日 診療（受付）時間 診　　療　　科
3月5日㊏ 15:00〜18:00 外科系、小児科、心療内科

6日㊐ 11:00〜16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼
科、皮膚科、心療内科

12日㊏ 15:00〜18:00 外科系、小児科、心療内科

13日㊐ 11:00〜16:00 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、皮膚科、心療
内科（眼科は休診）

19日㊏ 15:00〜18:00 小児科、心療内科

20日㊐
11:00〜15:45 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚

科、心療内科
16:00〜  　　           高田診療所閉所式

・診療科は日によって異なります。都合により変更になる場合があります。

期　　日 診療（受付）時間 予約受付時間

3月16日㊌ 15:00〜17:00 要予約。当日の10:00から電
話予約を受け付けます。

・岩手医科大学が実施してきた遠隔診断診療は3月で終了します。
・3月20日㊐は15時30分で受け付けを終了します。
◆問い合わせ先…高田診療所☎�2110 　※診療日だけ通話可

期　　日 診療（受付）時間
3月   7日㊊

8:00〜11:30、14:00〜17:308日㊋
28日㊊
29日㊋

◆問い合わせ先…鵜浦医院☎�2125

岩手県医師会高田診療所
済生会陸前高田診療所

岩手医大の皮膚科診療（遠隔診断）日程（場所：岩手県医師会高田診療所） 鵜浦医院の皮膚科診療日程

健
診
結
果
を
活
用
し
て
生

活
習
慣
を
改
善
し
よ
う
！

◆診療科…内科、整形外科
◆休診日…日曜日、祝日
◆その他…整形外科の診療は金曜日（第5週目
は木曜日）です。希望により訪問診療を行います

診療（受付）時間 ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏
8:30〜11:00 ● ● ● ● ● ●

13:00〜16:00 ● ● 休 ● ● 休

◆問い合わせ先…済生会陸前高田診療所
☎㉒7515

ローソン

↑クリーニング
　ママ号

薬
王
堂

ツルハドラッグ

岩手銀行
高田支店

北日本銀行
高田支店

キャンドゥ

マイヤ

済
生
会

陸
前
高
田
診
療
所

⑪

内
臓
脂
肪
は
注
意
が
必
要

な
の
？

積
極
的
に
特
定
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
！

　岩手県医師会が平成 24 年 7 月から 4 年 8 カ月間にわた
り運営してきた高田診療所は 3 月 20 日で閉所します。
　《高田診療所閉所式》　　◆日時…3月20日㊐16:00 ～



生涯学習情報

文化財ニュース

　「高齢者人材バンク派遣事業」は、長年培った知識や技能を地域活動で生かせ
る人材を登録する事業で、現在は約30人の高齢者が登録しています。これまで、
学校や地区公民館、各種団体が開く講座などの指導者として活躍しています。
　28年度からは同事業を「人材バンク登録制度」と改め、若者から高齢者まで
年代に関わらず郷土史や産業、手芸工芸、音楽、装飾、ＩＴなどの多種多様な分
野で活動する人材を募集します。多くの市民に趣味や経験で学んだ知識や技能を
伝えませんか。人材バンクに協力できる人は、生涯学習課へ申し込んでください。
　地域で開く学習会などで指導者や講師で困っている場合は、生涯学習課へ相談
してください。「人材バンク登録制度」や「出前講座」を活用しながら皆さんの
学びを応援します。
◆問い合わせ先…生涯学習課生涯学習係（内線256）

　スポーツ少年団交流スポーツフェスティバルは2月7日、高田小学校体育館で
開催されました。参加した14チーム（団員171人）は優勝を目指して一致団結し、
綱引きや長縄跳びで汗を流しました。

【綱引き部】
▶優　勝　米崎リトルA　▶準優勝　長部野球スポ少
▶第３位　米崎リトルC・米崎Jrソフトテニス

【長縄跳び部】
▶優　勝　横田野球スポ少1st
▶準優勝　高田野球スポ少Ａ
▶第３位　横田野球スポ少2nd
◆問い合わせ先…生涯学習課スポーツ推進係（内線253）

〜若者から高齢者まで〜『人材バンク登録制度』の講師を募集
あなたの知識や技能を生かしませんか！

熱戦！ スポーツ少年団交流スポーツフェスティバル

　平成27年度「文化財報告会」は2月6日、市コミュニティ
ホールで開かれ、市内で行われた発掘調査の結果や県指定文
化財「吉田家住宅」の復元、国指定史跡「中沢浜貝塚」の
歴史防災公園化などの取り組みが報告されました。参加者
した約150人から活発な質疑が出るなど、文化財への関心の
高さが伺えました。
　会場には、遺跡から出土した土器や石器、吉田家住宅跡地か
ら出土した一分金なども展示され、多くの人が貴重な文化財を
鑑賞しました。今後も文化財を生かすため、報告会や現地説明
会、市民講座などを通じて市内の歴史や文化を紹介します。
◆問い合わせ先…生涯学習課生涯学習係（内線263）

身近な文化財を再発見しよう！
文化財報告会開催
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生涯学習情報生涯学習情報

　平成27年度本市「生涯学習のつどい」は２月11日、
市コミュニティホールで開かれ、小中学校のＰＴＡ
関係者や地区公民館などの関係者ら約90人が参加し
ました。
　県教育委員会・八重樫 勝

まさる

委員長の「がんばっぺし
　～陸前高田の力を結集して～」と題した講演では、
八重樫さんが教師として矢作中に着任し教壇に立っ
た当時の様子を回想しながら、地域の青年たちと「町
づくり」を語りあったことなどを紹介。震災を機に
子ども達が地域で頑張り、恩返しする志をもってい
ることに感嘆し、大人の凛

りん

とした姿を子どもに見せ
てほしいと伝えました。参加者はユーモアを織り交
ぜながら熱意あふれる講演に耳を傾けていました。
　会場には本年度の生涯学習事業を発表するコー
ナーも設置。市民が楽しく交流しながら学習する様
子を紹介しました。

市生涯学習推進本部　平成27年度「陸前高田市生涯学習のつどい」

県教育委員会・八重樫委員長が講演
「がんばっぺし」～陸前高田の力を結集して～

　「長部大漁唄いあげ乗付唄こども教室」は１月15日、長
部公民館で開かれ、気仙小児童11人へ保存会員と地域住民
が指導しました。教室は、長部地域に古くから伝わる「大
漁唄」を歌いながら先人が築いた長部の歴史や文化を学ぶ
機会として毎年行われ、今回で11年目となります。参加し
た６年生は、「息継ぎが難しいけど、練習してもっと上手に
なりたい」と熱心に歌声を響かせていました。

※教振とは…教育振興運動の略で、児童生徒の親だけでなく、多くの大人が子ども
に関わり、地域全体で子どもたちを育もうとする取り組みや、地域が抱える子ども
たちの教育課題を皆で話し合い地域の特色を生かして解決しようとする運動です。
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名 

と 

歴 

史

金き
ん　

野の　

静　

一
・
文

斎　

藤　

多
美
子
・
絵

　

気
仙
郡
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

時
、
一
番
気
に
か
か
る
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
「
気
仙
郡
」
は
、

い
つ
、
い
か
な
る
故ゆ

え

を
も
っ
て
設

置
さ
れ
た
の
か
、
現
在
で
も
よ
く

分
か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
由
来
な
ど
の
比

較
的
は
っ
き
り
し
て
い
る
部
分
を

中
心
に
、
気
仙
郡
の
歴
史
の
重
要

な
点
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
気
仙
郡
と
い
う
郡
名

が
文
書
に
初
め
て
出
て
き
た
の

は
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
十

月
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
古
代

の
歴
史
書
で
、
特
に
重
要
な
の
は

「
六り

っ
　
こ
く
　
し

国
史
」
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

六
国
史
は
、
勅ち

ょ
く
せ
ん撰
の
六
つ
の
国
史

で
、「
日
本
書
紀
」「
続
日
本
書
紀
」

「
日
本
後
紀
」「
続
日
本
後
紀
」「
日

本
文
德
実
録
」「
日
本
三
代
実
録
」

の
総
称
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
神

代
か
ら
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に

至
る
ま
で
の
日
本
の
歴
史
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
編
集
は
、
全

て
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
に
な
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

気
仙
郡
名
の
初
見
は
、
六
国
史

の
う
ち
「
日
本
後
紀
」
の
弘
仁
元

年
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま

す
。「
陸
奥
国
か
ら
の
報
告
に
よ

れ
ば
、渡お

　
し
ま島
（
北
海
道
）
の
狄て

き

（
エ

ゾ
）
が
二
百
人
ば
か
り
気
仙
郡
に

来
着
し
た
…
」。
陸
奥
国
の
役
所

と
は
、お
そ
ら
く
仙
台
に
近
い「
多

賀
城
」で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

多
賀
城
が
作
ら
れ
た
の
は
七
二
四

年
で
す
か
ら
、
今
か
ら
千
三
百
年

ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

　

北
海
道
な
の
か
、
あ
る
い
は
日

本
海
沿
岸
を
北
上
し
て
、
今
の

津
軽
海
峡
を
越
え
て
来
た
も
の

か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
、
一
挙
に

二
百
人
も
の
人
が
何
十
と
い
う
小

舟
に
乗
っ
て
き
た
も
の
で
し
ょ
う

が
、
こ
の
よ
う
に
気
仙
地
方
に
来

た
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
ど
う
も
役
人
の
次
の

よ
う
な
接
し
方
や
措
置
を
見
る

と
、
初
め
て
で
は
な
く
、
物
資
の

交
換
や
交
易
な
ど
の
理
由
で
何
回

も
訪
れ
て
い
る
よ
う
な
面
も
見
ら

れ
ま
す
。
当
国
の
所
管
で
は
な
い

か
ら
と
、
狄
ら
を
帰
ら
せ
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
狄
ら
は
「
今
は
寒

中
で
海
を
渡
る
の
が
大
変
困
難
で

あ
る
。
ど
う
か
暖
か
く
な
る
来
春

ま
で
こ
の
地
に
置
い
て
く
だ
さ

い
」
と
、
し
き
り
に
願
い
出
る
の

で
こ
れ
を
許
し
、
当
地
に
滞
在
す

る
間
の
衣
料
や
食
料
を
給
し
た
と

い
う
の
で
す
。
こ
の
滞
在
や
衣
食

住
の
給
付
と
い
う
こ
と
な
ど
も
、

気
仙
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
役
所
の

支
所
か
ら
多
賀
城
へ
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
渡お

　
し
ま島
の
狄
が
大
挙
二
百

人
も
来
航
し
た
と
い
う
こ
と
は
当

時
と
し
て
は
大
事
件
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
「
東と

う
　
い
　
ほ
く
　
て
き

夷
北
狄
」
と
い
う
用
語
が

あ
り
ま
す
。
夷え

び
す
も
狄て

き

も
エ
ゾ
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
居
住
地
が
中
央
か
ら
見

て
東
な
ら
ば
「
夷
」、
北
で
あ
れ

ば
「
狄
」
の
字
を
用
い
る
の
が
通

例
で
し
た
。
こ
の
弘
仁
二
年
（
八

一
一
）
の
「
日
本
後
紀
」
の
気
仙

に
関
す
る
記
事
で
、「
狄
」
を
用

い
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
ま

す
。
多
賀
城
府
に
対
し
、
二
百
人

も
の
エ
ゾ
を
滞
在
さ
せ
、
来
春
ま

で
置
い
て
良
い
か
と
の
報
告
書

（
伺
い
書
）
の
中
で
、
エ
ゾ
と
い

う
異
族
を
指
す
語
と
し
て
、
あ
え

て
狄
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
特

に
北
方
の
渡
島
か
ら
来
た
者
と
い

う
こ
と
を
強
調
す
る
意
味
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

当
時
は
エ
ゾ
の
中
で
も
「
夷
」
と

称
せ
ら
れ
る
部
族
な
ど
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
で
当
局
（
郡
司
、
支

所
な
ど
）
と
紛
争
が
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
ま

す
。

　

一
方
、
渡
島
か
ら
気
仙
を
訪
れ

た
狄
の
人
々
は
ど
ん
な
言
葉
で
話

し
合
っ
た
も
の
か
、
通
訳
の
よ
う

な
存
在
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、

あ
え
て
気
仙
を
訪
ね
て
交
易
を

し
、
し
か
も
来
春
ま
で
居
た
と
い

う
の
は
、
あ
る
い
は
渡
島
の
狄
の

一
部
の
人
に
と
っ
て
は
、
か
つ
て

の
故
地
で
は
な
か
っ
た
の
か
―
な

ど
の
想
像
も
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

ー 

気
仙
郡
① 

ー

（127）
（630）
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地域だより

　「地球のステージ4　～果てなき地平線～」（気仙広
域連合主催）は1月30日、市コミュニティホールで開
かれ、地球のステージ代表理事の桑山紀

のりひこ

彦さんが平和
や命の大切さを伝えました。
　精神科医の桑山さんは、国内外で医療支援活動を展
開。パキスタンや東日本大震災被災地などで苦難に直
面する人々が歩む姿を歌や映像で紹介しました。桑山
さんは「困難に向き合って乗り越えてほしい。命の連
鎖は未来への糧になります」と呼びかけました。
　会場には、世界の被災地や紛争地の様子を紹介する
写真なども展示され、多くの来場者が熱心に見入って
いました。

平和や命の大切さを伝える

地球のステージ4   ～果てなき地平線～

　市内に生育するユズを生かした取り組みなどを発表
する「北限のゆずを楽しむ会2016」は2月9日、キャ
ピタルホテルで行われ、関係者ら約60人がユズ料理
を味わいながら交流しました。
　北限のゆず研究会の佐々木隆

たか

志
し

会長は「ユズはまち
の宝。ブランド化を目指し産業や観光に生かしたい」
とあいさつ。会場では、ユズを使用したハンドクリー
ムなどの新商品を披露。約10種類の料理も振る舞わ
れ、参加者はユズの味や香りを楽しんでいました。陸
前高田ふれあい市場の千田誠

まこと

さん（37）は「多くの
人がユズを楽しめるように販路を拡大し、商品にも工
夫を凝らしたい」と力を込めました。

地域の宝を再認識する

北限のゆずを楽しむ会2016
　東日本大震災で失われた高田松原の再生を目指す第
2回高田松原再生講座は2月13日、市コミュニティホー
ルで開かれ、参加者約60人が高田松原の歴史や役割、
再生方法などに理解を深めました。
　高田松原を守る会の鈴木善

よしひさ

久理事長は「松原の再生
方法などを学び、29年に完成する防潮堤への植栽に
生かしたい」とあいさつ。日本海岸林学会の坂本知

とも

己
き

副会長が講演し、海岸林の特徴や津波への効果などを
説明しました。
　講座では、震災前後の高田松原の植生状況も紹介。
松苗の初期生育を強風などから守る「竹すだれ」作り
も行われ、参加者は熱心に取り組んでいました。

美しい松原の再生を目指す

第２回高田松原再生講座

　「りくぜんたかた思民感謝祭2016」は2月6日・7日
の両日、市内で行われ、全国から参加した約40人が
市民と交流を深めました。
　感謝祭は、東日本大震災以降に市内を訪れたボラン
ティアなどに感謝を伝え、市民と絆を深めてほしいと
実行委員会が企画。６日はキャピタルホテルで開かれ、
氷上太鼓を演奏したり岩手さんさ踊りなどを披露した
りしました。会場では地域ブランド米「たかたのゆめ」
や広田湾産のカキなどを使ったパエリアなどが振る舞
われ、参加者はうれしそうに頬張っていました。
　７日には郷土料理を味わいながら復興に歩む市内の
様子を見学。地元住民とのふれあいを楽しみました。

ボランティアなどの支援に感謝

りくぜんたかた思民感謝祭2016

⑮



　

市
は
、
学
費
の
支
出
が
困
難

な
学
生
を
対
象
に
修
学
資
金
を

無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。
内
容

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
…
保
護
者
が
市
内

に
住
み
、
高
校
、
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
ま
た
は
同
程
度
の
学

校
に
在
学
、
進
学
す
る
人
◆
金

額
…【
高
校
】月
額
１
万
円
／【
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
】
月
額

３
万
円
◆
申
請
期
間
…
４
月
11

日
㊊
～
５
月
10
日
㊋
◆
申
請
手

続
…
学
校
教
育
課
で
配
布
す
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

在
学
し
て
い
た
学
校
長
の
推
薦

を
受
け
て
学
校
教
育
課
に
提
出

◆
貸
与
期
間
…
４
月
～
正
規
修

業
年
度
ま
で
◆
返
済
期
間
…
貸

与
終
了
の
６
カ
月
後
～
10
年
以

内
（
年
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返

済
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
学
校
教
育

課
学
務
係
（
内
線
２
８
１
）

◆
お
題
…
「
野
」　

※
「
野
」
が

詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
「
野
火
」

の
よ
う
な
熟
語
で
も
可
◆
詠
進

要
領
…
お
題
を
詠
み
こ
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
一
人
一
首
。
習
字

用
半
紙
を
横
長
に
使
用
し
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、

氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
、
性
別
、
職
業
を
毛
筆

で
縦
書
き
に
自
書
す
る
こ
と
◆

詠
進
方
法
…
封
筒
の
あ
て
先
を

「
〒
１
０
０
｜
８
１
１
１
宮
内

庁
」
と
し
、「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
◆
受
付
期
限

…
９
月
30
日
㊎　

※
消
印
有
効

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
宮
内
庁
式

部
職
〒
１
０
０
｜
８
１
１
１
宮

内
庁
／
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w

w.kunaicho.go.jp

　
「
体
験
談
＆
説
明
会
」
を
開
催

し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
内
容
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間
…
４
月
１
日
㊎
～

５
月
９
日
㊊
◆
対
象
…
❶
青
年

海
外
協
力
隊
・
20
～
39
歳
の
人

❷
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

40
～
69
歳
の
人　

※
い
ず
れ
も

日
本
国
籍
を
持
つ
人
◆
説
明
会

…
❶
４
月
２
日
㊏
❷
９
日
㊏
❸

14
日
㊍
❹
20
日
㊌
❺
21
日
㊍　

※
会
場
は
❷
❺
は
い
わ
て
県
民

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ー

ナ
」、❶
❸
❹
は
仙
台
Ａ
Ｅ
Ｒ
（
ア

エ
ル
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
東
北
☎
０

２
２
・
２
２
３
・
４
７
７
２

　

申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど

向
学
心
の
あ
る
学
生
を
応
援

市
奨
学
生
制
度

心
を
込
め
た
短
歌
を
詠
進

平
成
29
年
歌
会
始
の
お
題

募　
　
集

お知らせ

INFORMATION

試
験
の
詳
し
い
内
容
は
、
電
話

で
問
い
合
わ
せ
る
か
人
事
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
試
験
名
…
❶
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）
❷
一
般
職
試

験
（
大
卒
程
度
試
験
）
❸
一
般

職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
◆
申

込
方
法
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
◆

受
付
期
間
…
❶
４
月
１
日
㊎
9

時
～
11
日
㊊
❷
４
月
８
日
㊎
9

時
～
20
日
㊌
❸
６
月
20
日
㊊
9

時
～
29
日
㊌　

※
受
信
有
効

◆
第
１
次
試
験
日
…
❶
５
月
22

日
㊐
❷
６
月
12
日
㊐
❸
９
月
４

日
㊐

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
人
事
院
東

北
事
務
局
第
二
課
☎
０
２
２
・

２
２
１
・
２
０
２
２
／
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w.jinji.go.jp

/saiyo/saiyo.htm

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
は
、
税
務
署
な
ど
で
調
査
や

徴
収
、
検
査
、
指
導
を
行
う
税

務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

大
学
卒
業
程
度
の
人
材
を
募
集

し
ま
す
。

◆
受
験
資
格
…
❶
昭
和
61
年
４

月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
人
❷
平
成
７
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
人
と
平
成
29

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人
❸
人
事
院
が
❷

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人
◆
申
込
方
法
…
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
◆
申
込
期
間
…
４
月
１

日
㊎
～
13
日
㊌
◆
試
験
日
…
5

月
29
日
㊐
（
第
1
次
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
☎
０
２
２
･
２

６
３
･
１
１
１
１

　

聲
し
ょ
う
み
ょ
う

明
は
仏
教
寺
院
で
僧
侶
が

儀
式
の
と
き
に
唱
え
る
声
楽
で

す
。「
海う

み
ぎ
り
さ
ん
だ
ん

霧
讃
歎
」
は
、
陸
前

高
田
市
で
誕
生
し
た
和
歌
を
言

葉
に
、
弔
い
の
音
楽
と
し
て
作

曲
し
た
聲
明
曲
で
す
。
大
地

へ
、
海
へ
、
空
へ
心
を
届
け
る

国
の
業
務
に
携
わ
る

国
家
公
務
員
の
採
用
試
験

２
０
１
６
年
春
の
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

催　
　
し

祈
り
の
聲
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

追
悼
回
向
コ
ン
サ
ー
ト

「
聲
明
・
海
霧
讃
歎
」

国
の
財
政
を
支
え
る

国
税
専
門
官
採
用
試
験

2016年（平成28年）３月１日号 ⑯



コ
ン
サ
ー
ト
を
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。
３
月
６
日
㊐
～
８
日
㊋

に
は
、
佐
藤
慧け

い

さ
ん
の
写
真
展

「Fragm
ents 

東
日
本
大
震
災
の

記
憶
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆
日
時
…
３
月
８
日
㊋
18
時
～

※
17
時
30
分
～
開
場　

◆
会
場

…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆

入
場
料
…
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
【
公
演
】

０
９
０
・
３
５
３
２
・
９
３
４

４
（
宮
内
）【
写
真
展
】
０
９
０
・

７
７
９
４
・
７
５
０
６
（
佐
藤
）

　

市
は
、
仮
称
・
市
民
文
化
会

館
建
設
に
向
け
て
、
基
本
構
想

と
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
な
」「
こ
ん
な
機
能
が
ほ
し

い
」
な
ど
、
施
設
の
規
模
や
内

容
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
…
３
月
13
日
㊐
10
時
～

正
午
◆
場
所
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
◆
申
込
方
法
…
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
を
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
◆
定
員

内
に
住
民
登
録
し
て
い
な
い
人

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

◆
日
時
…
3
月
18
日
㊎
、
19
日

㊏
10
時
～
16
時
30
分
◆
会
場
…

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
内

容
…
申
請
の
可
否
・
申
請
に
必

要
な
書
類
・
申
請
書
の
記
入
方

法
・
書
類
の
記
載
内
容
―
な
ど

の
確
認
と
相
談　

※
申
請
資
料

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
】

　

東
日
本
大
震
災
で
所
有
す
る

住
宅
が
被
災
し
た
人
が
、
消
費

税
率
８
㌫
引
き
上
げ
後
（
平
成

26
年
４
月
１
日
以
降
）
に
住
宅

を
建
築
、
購
入
、
補
修
（
工
事

費
が
税
抜
１
０
０
万
円
以
上
）

し
た
場
合
、
消
費
税
増
税
分
（
最

大
約
90
万
円
）
の
給
付
が
受
け

ら
れ
る
制
度
で
す
。
但
し
、
❶

被
災
時
に
住
宅
を
所
有
し
て
い

な
か
っ
た
場
合
❷
賃
貸
住
宅
に

住
ん
で
い
た
場
合
❸
消
費
税
率

５
㌫
で
住
宅
を
建
築
・
購
入
、

あ
る
い
は
補
修
を
行
っ
た
場
合

―
は
対
象
外
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
住
ま
い
の

復
興
給
付
金
事
務
局
☎
０
１
２

０
・
２
５
０
・
４
６
０
（
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
／
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://fukko-kyufu.jp

◆
開
所
時
間
…
㊊
～
㊏
10
時
～

16
時
◆
会
場
… 

サ
ン
リ
ア
（
盛

町
）
◆
利
用
対
象
…
妊
婦
、
未

就
学
児
と
保
護
者

【
マ
マ
サ
ロ
ン
こ
そ
だ
て
シ
ッ

プ
】

　

助
産
師
や
子
育
て
支
援
者
が
、

母
子
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

◆
日
時
…
３
月
18
日
㊎
10
時
～

15
時
◆
会
場
…
米
崎
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◆
対
象
…

気
仙
管
内
の
１
歳
未
満
の
乳
児

と
保
護
者
、
妊
婦
◆
内
容
…
抹

茶
や
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
の

ひ
な
祭
り
◆
参
加
料
…
２
０
０

円
（
お
や
つ
、
保
険
料
代
）
◆

そ
の
他
…
参
加
に
は
事
前
予
約

が
必
要

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
こ
そ
だ
て

シ
ッ
プ「
す
く
す
く
ル
ー
ム
」☎
・

ＦＡＸ
㊼
５
６
８
９

　

住
ま
い
の
復
興
給
付
金
の
申

請
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

直
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
市

…
先
着
30
人

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
生
涯
学
習

課
（
内
線
２
５
４
）
／
℻
�
３

８
８
８
／
電
子
メ
ー
ルsyogai@

city.rikuzentakata.iw
ate.jp

　

多
彩
な
テ
ー
マ
で
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

❶
陸
前
高
田
市
会
場

◆
日
時
…
３
月
６
日
㊐
13
時
～

14
時
30
分
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
内
容
…
講
演

「
震
災
を
経
験
し
た
子
ど
も
へ
の

保
護
者
の
対
応
」・
岩
手
大
学
人

文
社
会
科
学
部
織
田
信の

ぶ
お男
教
授

❷
大
船
渡
市
会
場

◆
日
時
…
３
月
14
日
㊊
13
時
～

14
時
30
分
◆
会
場
…
大
船
渡
市

リ
ア
ス
ホ
ー
ル
◆
内
容
…
講
演

「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
よ
い
眠

り
」・
岩
手
大
学
三
陸
復
興
推
進

機
構
佐
々
木
誠ま

こ
と

特
任
准
教
授

❸
釜
石
市
会
場

◆
日
時
…
３
月
16
日
㊌
13
時
～

14
時
30
分
◆
会
場
…
岩
手
大
学

釜
石
サ
テ
ラ
イ
ト
◆
内
容
…
講

演
「
家
族
が
葛
藤
を
乗
り
越
え

る
物
語
」・
岩
手
大
学
人
文
社
会

科
学
部
奥
野
雅ま
さ
こ子

准
教
授

【
共
通
事
項
】

◆
対
象
・
定
員
…
中
学
生
以
上
・

❷
は
先
着
20
人
❶
❸
は
先
着
30

人
◆
申
込
方
法
…
参
加
希
望
日

と
氏
名
、
連
絡
先
を
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
◆
申

込
期
限
…
開
催
日
の
２
日
前
ま

て
。
❶
は
当
日
参
加
も
可

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
岩
手
大
学

釜
石
サ
テ
ラ
イ
ト
０
１
９
３
・

５
５
・
５
６
９
１
／
ＦＡＸ
０
１
９

３
・
３
６
・
１
６
１
０
／
メ
ー

ルheart@
iw

ate-u.ac.jp

　【
す
く
す
く
ル
ー
ム
】

　

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
び
や
授
乳
、

オ
ム
ツ
交
換
な
ど
に
無
料
で
施

設
を
利
用
で
き
ま
す
。
常
駐
す

る
ス
タ
ッ
フ
が
妊
婦
相
談
や
育

児
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

母
子
相
談
な
ど

マ
マ
サ
ロ
ン
こ
そ
だ
て
シ

ッ
プ

講　
　
座

相　
　
談

申
請
相
談
会

住
ま
い
の
復
興
給
付
金

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
学
ぶ

岩
手
大
市
民
講
座

未
来
の
施
設
を
話
し
合
う

仮
称
・
市
民
文
化
会
館

⑰



　

家
庭
や
家
族
、
職
場
な
ど
で

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

臨
床
心
理
士
が
電
話
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

◆
日
時
…
３
月
６
日
㊐
９
時
～

15
時
◆
対
象
…
特
定
な
し　

※
日
本
語
だ
け
の
対
応　

◆
費

用
…
無
料　

※
通
話
料
は
相
談

者
が
負
担　

◆
相
談
電
話
番
号

…
☎
０
１
９・６
２
９・７
０
７
０

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
臨
床
心

理
士
会
（
平
賀
）
☎
０
９
０
・

２
８
８
６
・
３
６
１
２

　

特
定
大
規
模
集
客
施
設
の
立

地
の
誘
導
等
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
特
定
大
規
模
集
客
施

設
新
設
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

◆
日
時
…
３
月
15
日
㊋
18
時
30

分
～
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
◆
新
設
予
定
地
…
高

田
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内
Ｋ
Ｃ
29
街

区
◆
施
設
名
称
…
（
仮
称
）
陸

前
高
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
◆
設
置
者
…
高
田
松
原
商
業

開
発
協
同
組
合
・
陸
前
高
田
再

開
発
㈱

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
高
田
松
原

商
業
開
発
協
同
組
合
（
菅
原
）

☎
�
２
１
１
１

　

３
月
～
４
月
は
水
道
の
開
閉

栓
の
届
け
出
が
多
く
な
り
ま
す
。

業
務
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
水
道
の
使
用
開
始
】

　

一
週
間
前
ま
で
に
水
道
事
業

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
が
遅
く
な
る
と
、
希
望
す

る
日
に
水
道
が
使
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
届
出
内
容
…
住
所
（
使
用
開

始
す
る
場
所
）、
氏
名
（
水
道
料

金
を
お
支
払
す
る
方
の
氏
名
）、

連
絡
先
、
住
所
異
動
予
定
日
（
開

栓
日
）

【
水
道
の
使
用
中
止
】

　

一
週
間
前
ま
で
に
水
道
事
業

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
中

止
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
中

止
ま
で
の
期
間
分
の
水
道
料
金

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
内
容
…
住
所
（
使
用
を

中
止
す
る
場
所
）、
氏
名
、
連
絡

先
、
使
用
中
止
予
定
日
（
閉
栓

日
）、
新
し
い
住
所

【
共
通
事
項
】

◆
届
出
先
…
市
役
所
４
号
棟
１

階
水
道
事
業
所
◆
受
付
時
間
…

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分　

※
電
話
で
も
可　

◆
そ
の
他
…

㊏
㊐
㊗
は
届
け
出
の
受
理
や
水

道
の
開
栓
や
閉
栓
作
業
は
行
い

ま
せ
ん

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
水
道
事
業

所
業
務
係
（
内
線
４
２
２
）

　

子
ど
も
へ
の
声
か
け
事
案
の

多
く
は
通
学
路
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
登
下
校
は
複
数
で
行
動

　絵本「いつまでもともだちでいようね」は、東日
本大震災の実話をもとに国境を越えた高校生が築い
た友情を描く本です。本の売上金は、全て高田高と
デルノーテ高の交流事業に活用されます。絵本は、
伊東文具店とWeb通販サービス「Amazon」で販売
しています。

《物語のあらすじ》
　2013年4月。米カルフォルニア州クレセントシティー市の
海岸に１隻の船が漂着しました。荒れ果てた船からは「高田
高校」の名前が発見されます。調べると2年前に日本で発生
した東日本大震災で流された高田高の実習船であることを知
り多くの市民が驚きます。「ボートをきれいにして高田高に
返そう」。デルノーテ高の生徒たちは声を上げ、船を返すた

めの活動が始まります。もとの姿を取り戻した船は13年9月、
大型貨物船で陸前高田市へ出発。約2年半ぶりに高田高へ戻
ります。これをきっかけに、14年にデルノーテ高の生徒が高
田高へ、15年に高田高の生徒がデルノーテ高へ訪問し互いの
絆を深めます。１隻のボートから始まった実話をもとに両校
の交流を描く心温まる絵本です。
※小学校低学年向けバイリンガル（日本語・英語）絵本

高田高とデルノーテ高の友情を伝える

絵本「いつまでもともだちで
いようね」発売中

アミア  ミラー・ローリー  デングラー作／
エイミー   ウエキ絵　　1,400円（税込）

子
ど
も
の
安
全
対
策
を

声
か
け
事
案
に
注
意

お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談

お
知
ら
せ

相　
　
談

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

水
道
の
使
用
開
始（
開
栓
）

と
中
止
（
閉
栓
）

高
田
地
区

特
定
大
規
模
集
客
施
設
の

新
設
説
明
会

2016年（平成28年）３月１日号 ⑱



　 慶 弔（届出日：1/16～2/15）

「陸前高田災害FM」（80.5MHz）
では災害の情報や身近な生活
の情報を放送しています。

「広報りくぜんたかた」と併せ
て利用してください。

　　　　陸前高田災害
　　　　ＦＭ放送中　

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日
矢作　村　上　春

は

　瑠
る

（東角地・幸司・1/20）
竹駒　小　田　美

み

　琴
こ と

（滝の里・慎悦・2/3）
　　　菅　野　結

ゆ い

　斗
と

（滝の里・拓馬・2/3）
気仙　川　岸　大

だ い

　剛
ご

（二日市・潤・1/17）
米崎　白

し ら

　石
い し

　心
こ

　陽
は る

（川向・時志行・1/18）
　　　金

こ ん

　野
の

　　　紬
つむぎ

（川内・学・2/9）
小友　佐　藤　佑

ゆ

　奈
な

（獺沢・佑樹・1/14）
広田　菅　野　蒼

あ お

　心
し

（田端・智之・1/20）

◇結婚（　）は字名・婚姻日
横田　佐藤達

た つ

也
や

・佐々木美
み

里
さ と

（三日市・1/16）
竹駒　吉田健

け ん

二
じ

・赤川由
ゆ

紀
き

子
こ

（滝の里・1/21）
広田　千葉達

た つ

也
や

・山﨑智
さ と

子
こ

（田端・1/29）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日
矢作　小　林　セツヨ（片地家・92・1/19）
　　　小　林　寛

か ん

　市
い ち

（片地家・83・1/21）
　　　髙　橋　サトリ（信内・86・1/29）
　　　佐　藤　房

ふ さ

　吉
き ち

（三の戸・92・2/13）
横田　多　田　喜

き

久
く

男
お

（袋沢・81・1/25）
　　　渡　邊　素

も と

　子
こ

（久連坪・78・2/4）
　　　太　田　よし子（堂の沢・83・2/9）
竹駒　松　野　榮

え い

　治
じ

（滝の里・82・1/22）
　　　上

う わ

　部
べ

　美
み

惠
え

子
こ

（滝の里・93・2/3）
気仙　菅　野　カツミ（要谷・91・1/31）
　　　村　上　丑

う し

之
の

助
す け

（丑沢・87・2/12）
高田　大和田　八

や

重
え

子
こ

（鳴石・77・1/23）
　　　多　田　秋

あ き

　雄
お

（太田・70・1/24）
　　　佐々木　ヨ　ネ（東和野・97・2/3）
　　　田　村　ヤ　ス（太田・95・2/3）
　　　熊　谷　　　廉

きよし

（鳴石・75・2/10）
　　　石　川　シカ子（西和野・93・2/13）
米崎　萱

か や

　野
の

　夏
か

世
よ

子
こ

（松峰・66・1/19）
小友　金

こ ん

　野
の

　　　文
ふ み

（上新田・79・2/4）
広田　吉　田　ト　リ（長船崎・94・2/1）
　　　吉　田　芳

よ し

　朗
ろ う

（中沢・66・2/14）

さ
せ
、
外
出
時
は
必
ず
行
き
先

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
声
か
け

事
案
が
発
生
し
た
と
き
は
警
察

に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
警
察
本

部
生
活
安
全
企
画
課
☎
０
１
９

･
６
５
３
･
０
１
１
０

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
３
月
26

日
か
ら
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
ダ

イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。
高
田
高

校
前
駅
か
ら
帰
宅
す
る
生
徒
の

利
用
時
間
帯
を
見
直
し
す
る
ほ

か
、
大
船
渡
線
一
ノ
関
～
気
仙

沼
間
の
ダ
イ
ヤ
に
合
わ
せ
て
調

整
し
ま
す
。
新
し
い
時
刻
表
は
、

駅
や
市
役
所
、
各
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
気
仙
沼
Ｂ

Ｒ
Ｔ
営
業
所
☎
０
２
２
６
・
４

１
・
０
０
１
２
ま
た
は
企
画
政

策
課
政
策
推
進
係
（
内
線
１
７

２
）

　

無
料
定
額
診
療
事
業
は
、
経

済
的
な
理
由
で
必
要
な
医
療
を

受
け
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
な
い

よ
う
に
無
料
ま
た
は
低
額
な
料

金
で
診
療
で
き
る
制
度
で
す
。

◆
無
料
定
額
診
療
を
受
け
ら
れ

る
人
…
❶
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
❷
市
民
税
が
非
課
税
の

人
❸
そ
の
他
院
長
が
必
要
と
認

め
る
人
◆
そ
の
他
…
診
療
を
受

け
る
た
め
に
は
相
談
員
と
面
談

が
必
要
で
す
。
収
入
状
況
が
確

認
で
き
る
書
類
（
課
税
所
得
証

明
書
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
済
生
会
陸

前
高
田
診
療
所
☎
㉒
７
５
１
５

　　

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
者
し
て
い
る
人
を
対
象
に
就

職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
家

族
な
ど
で
首
都
圏
に
在
住
し
て

い
る
人
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
…
３
月
27
日
㊐
13

時
～
16
時
◆
会
場
…
秋
葉
原
ユ

ー
デ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
東
京
都
千
代
田
区
Ｊ
Ｒ
秋

葉
原
駅
電
気
街
口
徒
歩
２
分
）

◆
対
象
…
岩
手
県
へ
Ｕ
・
Ｉ
タ

ー
ン
就
職
な
ど
を
希
望
す
る
一

般
、
岩
手
県
内
企
業
（
事
業
所
）

へ
就
職
を
希
望
す
る
学
生
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
商
工
観
光

課
（
内
線
３
８
３
）
ま
た
は
ふ

る
さ
と
い
わ
て
定
住
財
団
☎
０

１
９
・
６
５
３
・
８
９
７
６

　　

引
っ
越
し
な
ど
で
生
活
実
態

が
な
く
、
返
還
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
仮
設
住
宅
で
給
湯
器

が
凍
結
し
水
漏
れ
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
空
室
を
適
切
に

管
理
し
団
地
の
住
環
境
を
保
つ

た
め
、
仮
設
住
宅
に
居
住
し
て

い
な
い
場
合
や
新
た
に
住
宅
を

確
保
し
て
近
日
中
に
退
去
す
る

予
定
が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か

に
建
設
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
仮
設
住
宅
は
、
手
続
き

し
て
許
可
を
受
け
た
人
だ
け
が

居
住
で
き
ま
す
。
転
貸
や
許
可

さ
れ
た
目
的
以
外
に
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
適
切
に
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
建
設
課
住

宅
推
進
係
（
内
線
４
０
２
・
４

０
３
）

陸
前
高
田
市
も
出
展
し
ま
す
！

岩
手
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ

ェ
ア
Ⅱ
in
秋
葉
原

適
切
な
管
理
を

仮
設
住
宅
の
返
還
手
続
き

ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す

Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ

医
療
費
に
困
っ
て
い
る
人
へ

無
料
定
額
診
療
事
業

⑲



数字で見る陸前高田市（平成28年1月31日現在）

市内の火災救急活動
（　）は1月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　）内は前月比

市内の交通事故（大船渡警察署調べ）
（　）は1月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

◆建　　物
◆林野・その他
◆出動件数
◆搬送人員

件
件
人
人
人

件
件
件
人

（　　件）
（　　件）
（　　人）
（　　人）
（　　人）

（　　件）
（　　件）
（　　件）
（　　人）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２（５４）２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール senryaku@city.rikuzentakata.iwate.jp

男
女
計

世帯数

人
人
人

世帯

（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）

（ ）

0
0

72
68

0
0

72
68

3
33

4
1
0

9,781
10,398
20,179

7,630

－
－
－

－

9
11
20

8
※前年同月との比較（－187）

3
33

4
1
0

エネルギー　157kcal
食塩相当量　0.7g

（１人分）

食生活改善推進員
の 考 案 レ シ ピ タラとキノコのホイル蒸し焼き

①タラに塩コショウをふり、
マイタケとエノキタケは食
べやすい大きさにほぐして
おく。タマネギとピーマン
は薄切りにする。ニンジン
は千切りにする。

②アルミホイルを舟型にしタ
マネギを敷く。タラと野菜、
キノコを並べて酒とこしょ
うをふりかける。スライス
チーズとバターをのせてホ
イルで包む。

③フライパンに②を置き、フ
ライパンの底が隠れる位に
水を入れ、15分間蒸し焼
きにする。

タラ‥‥‥‥‥‥‥‥2切れ
塩コショウ ‥‥‥‥‥ 少々
マイタケ‥‥‥‥‥‥1/2袋
エノキタケ‥‥‥‥‥1/2袋
タマネギ‥‥‥‥‥‥1/2個
ピーマン‥‥‥‥‥‥1/2個
ニンジン ‥‥‥‥‥‥ 20㌘
酒‥‥‥‥‥‥‥‥大さじ1
コショウ ‥‥‥‥‥‥ 少々
スライスチーズ‥‥‥‥1枚
バター‥‥‥‥‥‥‥ 20㌘

タラやキノコの蒸し焼きで旨味を凝縮
　タラやキノコには旨味成分が多く含まれています。蒸し焼き
にすることで旨味が凝縮され、味付けの食塩も少量で済み、減
塩効果につながります。
　野菜を一緒に蒸すことで栄養素も逃さず、しんなりとして食
べやすくなり、たくさんの野菜を取ることができます。
　旬の食材であるタラやキノコの旨味を生かした食物繊維豊か
な料理を楽しみましょう。
◆問い合わせ先…健康推進課保健係（内線243）

材　料（2人分）

作　り　方

2016年（平成28年）３月１日号 ⑳


